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社
会
民
衆
党
の
精
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中

村

勝

範
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（
1
）
　
　
　
（
2
）

　
大
正
十
五
年
十
二
月
四
日
に
結
党
さ
れ
た
社
会
民
衆
党
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
成
立
過
程
と
、
結
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。　

社
会
民
衆
党
は
、
そ
の
綱
領
に
次
の
三
力
条
を
掲
げ
て
生
ま
れ
た
。

　
一
、
吾
等
は
勤
労
階
級
本
位
の
政
治
経
済
制
度
を
建
設
す
る
事
を
以
て
健
全
な
る
国
民
生
活
を
樹
立
す
る
所
以
を
確
信
し
之
が
実
現
を
期
す
。

　
一
、
吾
等
は
資
本
主
義
の
生
産
並
に
分
配
方
法
に
健
全
な
る
国
民
生
活
を
阻
害
す
る
も
の
あ
り
と
認
め
合
法
的
手
段
に
依
て
之
が
改
革
を
期
す
。

　
一
、
吾
等
は
特
権
階
級
を
代
表
す
る
既
成
政
党
並
に
社
会
進
化
の
過
程
を
無
視
す
る
急
進
主
義
の
政
党
を
排
す
。

　
こ
の
よ
う
な
綱
領
を
掲
げ
て
生
ま
れ
た
社
会
民
衆
党
は
、
こ
こ
か
ら
だ
け
で
も
「
階
級
政
党
」
の
立
場
は
と
ら
ず
「
勤
労
階
級
」
本
位
の
立
場

を
と
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
ま
た
資
本
主
義
の
弊
害
改
革
は
合
法
的
手
段
に
よ
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
第
三
に
無
産
老
の
立
場
に
立
つ
が
社
会

　
　
　
社
会
民
衆
党
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
一
九
三
）



　
　
　
社
会
民
衆
党
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
一
九
四
）

改
革
は
漸
進
主
義
の
方
針
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
綱
領
か
ら
推
察
で
き
る
以
上
の
認
識
を
ま
ず
念
頭
に
置
き
、

代
に
多
発
生
し
た
他
の
無
産
政
党
の
主
義
主
張
と
比
較
し
な
が
ら
、
社
会
民
衆
党
の
指
導
精
神
を
明
確
に
し
て
み
た
い
。

　
（
1
）
中
村
勝
範
「
社
会
民
衆
党
の
成
立
過
程
－
独
立
労
働
協
会
か
ら
政
党
組
織
準
備
委
員
会
ま
で
ー
」
　
（
法
学
研
究
　
第
四
十
二
巻
第
七
号
）

　
（
2
）
　
中
村
勝
範
「
社
会
民
衆
党
の
創
立
」
　
（
法
学
研
究
　
第
四
十
三
巻
第
十
号
）

同
時

綱
領
レ
ベ
ル
で
の
社
会
民
衆
党
の
特
質

　
社
会
民
衆
党
の
指
導
精
神
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
他
の
政
党
と
の
比
較
を
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
比
較
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
本
節
で
は
社
会
民
衆
党
と
他
の
政
党
を
比
較
す
る
た
め
に
、
綱
領
・
宣
言
の
レ
ベ
ル
で
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
社
会
民
衆
党
を
結
成
し
た
構
成
要
素
は
個
人
と
し
て
も
、
ま
た
団
体
と
し
て
も
、
か
つ
て
労
働
農
民
党
を
構
成
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
と
似
て
い

る
。
例
え
ば
社
会
民
衆
党
の
中
央
執
行
委
員
二
十
一
名
の
う
ち
、
安
部
磯
雄
、
賀
川
豊
彦
，
西
尾
末
広
、
松
岡
駒
吉
の
四
名
は
労
働
農
民
党
の
中

央
執
行
委
員
か
、
あ
る
い
は
顧
間
で
あ
つ
た
。
社
会
民
衆
党
の
中
央
執
行
委
員
と
な
つ
た
鈴
木
文
治
、
片
山
哲
、
赤
松
克
麿
、
三
木
治
郎
の
四
名

も
総
同
盟
関
係
者
で
あ
る
か
ら
労
働
農
民
党
に
も
深
く
関
係
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
面
々
は
社
会
民
衆
党
の
幹
部
で
あ
る
が
、
か
つ

て
、
か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
労
働
農
民
党
の
幹
部
で
あ
る
か
有
力
な
党
関
係
者
で
あ
つ
た
。
同
一
人
物
が
、
九
ヵ
月
と
い
う
短
時
間
し
か
置
か
な
い

で
、
二
つ
の
政
党
の
幹
部
乃
至
重
要
関
係
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
が
精
神
分
裂
者
で
な
い
か
ぎ
り
、
両
党
の
指
導
精
神
は
共
通
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
労
働
農
民
党
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
は
い
ま
こ
こ
で
詳
細
に
論
じ
な
い
が
、
一
言
で
い
え
ば
そ
れ
は
農
民
労
働
党
の
綱
領
の
裏
面
に
共
産
主
義
的
主

張
が
伏
在
し
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
つ
て
結
社
禁
止
さ
れ
た
後
、
共
産
主
義
的
分
子
と
共
産
主
義
思
想
を
排
除
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ

た
。
従
つ
て
そ
の
成
立
過
程
か
ら
見
て
、
社
会
民
衆
党
と
相
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
労
働
農
民
党
は
、
成
立
ま
で
の
過
程
で
は
反
共
産
主
義
の



旗
印
を
明
確
に
し
て
い
た
が
、
結
党
さ
れ
た
翌
日
に
開
会
さ
れ
た
中
央
執
行
委
員
会
か
ら
早
く
も
共
産
主
義
に
対
す
る
寛
容
な
議
論
が
出
て
会
議

は
混
乱
し
た
の
で
あ
つ
た
。
や
が
て
労
働
農
民
党
は
、
共
産
主
義
に
よ
つ
て
完
全
に
征
服
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
．
労
働
農
民
党
内
右
派
は
結
党
後

七
ヵ
月
余
り
に
し
て
脱
党
し
、
確
固
た
る
議
会
主
義
に
立
脚
す
る
新
党
、
す
な
わ
ち
社
会
民
衆
党
を
結
成
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
．
社
会
民
衆
党

の
成
立
過
程
は
、
労
働
農
民
党
の
成
立
過
程
と
全
く
似
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
．

　
社
会
民
衆
党
と
労
働
農
民
党
は
、
両
党
の
成
立
過
程
が
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
両
党
の
綱
領
も
ま
た
似
て
い
る
。
社
会
民
衆
党

綱
領
は
、
「
勤
労
階
級
本
位
」
、
「
合
法
的
改
革
」
、
「
既
成
政
党
と
急
進
政
党
の
排
撃
」
の
三
本
の
柱
よ
り
成
つ
て
い
た
が
、
労
働
農
民
党
の
綱

パ
　
ロ

領
も
「
国
情
に
即
し
た
無
産
階
級
の
解
放
」
、
「
合
法
的
改
革
」
、
「
既
成
政
党
打
破
、
議
会
の
改
革
」
の
三
本
柱
で
あ
つ
た
。
綱
領
を
比
較
す
る
か

ぎ
り
、
両
党
間
に
は
決
定
的
な
対
立
点
は
な
か
つ
た
。

　
次
に
社
会
民
衆
党
の
結
成
（
大
正
十
五
年
十
二
月
五
日
）
と
労
働
農
民
党
の
結
成
（
大
正
＋
五
年
三
月
五
日
）
の
間
に
結
党
さ
れ
た
日
本
農
民
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

（
大
正
十
五
年
十
月
十
七
日
）
の
綱
領
と
社
会
民
衆
党
の
綱
領
と
を
比
較
し
よ
う
。
日
本
農
民
党
の
綱
領
の
大
部
分
は
社
会
民
衆
党
や
労
働
農
民
党

の
綱
領
と
も
相
通
ず
る
．
す
な
わ
ち
「
全
勤
労
階
級
の
た
め
の
社
会
主
義
の
実
現
」
、
「
議
会
に
よ
る
改
革
」
、
「
産
業
国
策
の
確
立
」
、
「
農
村
文
化

の
樹
立
」
は
社
会
民
衆
党
、
労
働
農
民
党
の
綱
領
と
同
じ
で
あ
る
か
、
少
く
と
も
相
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
農
民
党
の

「
我
等
は
知
識
を
世
界
に
求
め
て
純
真
な
る
我
が
国
本
を
振
起
し
日
本
民
族
の
繁
栄
と
日
本
文
化
の
発
達
を
計
り
も
つ
て
世
界
文
化
の
向
上
に
貢

献
せ
ん
こ
と
を
期
す
」
と
い
う
「
日
本
国
本
の
振
起
」
の
主
張
は
、
他
の
二
政
党
と
比
較
し
て
著
し
く
特
徴
と
な
る
も
の
で
あ
る
．
日
本
農
民
党

の
民
族
的
主
張
は
、
い
ま
一
つ
の
全
国
的
無
産
政
党
で
あ
る
日
本
労
農
党
と
比
較
し
て
も
特
徴
と
な
る
も
の
で
あ
る
．
要
す
る
に
日
本
農
民
党
の

「
日
本
国
本
の
振
起
」
に
代
表
さ
れ
る
民
族
的
主
張
は
、
こ
の
当
時
の
無
産
政
党
の
主
張
の
中
に
あ
つ
て
特
異
な
も
の
で
あ
つ
た
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
本
来
は
社
会
民
衆
党
の
結
成
に
参
加
す
べ
き
で
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
如
と
し
て
別
の
政
党
を
結
成
し
た
麻
生
久
に
代
表
さ
れ

　
　
　
社
会
民
衆
党
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
一
九
五
）



　
　
　
社
会
民
衆
党
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
一
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
日
本
労
農
党
（
大
正
十
五
年
十
二
月
九
日
）
の
綱
領
と
社
会
民
衆
党
の
綱
領
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
三
力
条
か
ら
な
る
日
本
労
農
党
綱
領
は
、

「
国
情
に
即
し
た
無
産
階
級
の
解
放
」
、
「
合
法
的
手
段
に
よ
る
改
革
」
、
「
議
会
の
改
造
」
と
い
つ
た
も
の
で
．
こ
れ
は
社
会
民
衆
党
の
綱
領
と
大

同
小
異
で
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
以
上
、
綱
領
レ
ベ
ル
で
社
会
民
衆
党
、
労
働
農
民
党
、
日
本
労
農
党
を
比
較
す
る
と
、
三
党
問
の
違
い
を
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
日

本
農
民
党
だ
け
が
社
会
民
衆
党
と
異
つ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
農
民
党
、
日
本
労
農
党
と
も
異
つ
た
主
張
を
持
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本

農
民
党
が
全
国
的
無
産
政
党
と
し
て
は
例
外
的
存
在
で
あ
つ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
そ
れ
で
は
、
社
会
民
衆
党
の
綱
領
と
労
働
農
民
党
、
日
本

労
農
党
の
綱
領
と
の
間
に
は
、
ま
つ
た
く
相
違
は
な
か
つ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
く
違
い
は
存
在
し
た
。
そ
れ
は
党
を
形
成
す
る
要
素
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

い
か
な
る
部
分
か
と
い
う
点
に
関
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
労
働
農
民
党
も
日
本
労
農
党
も
、
共
に
そ
の
綱
領
の
第
一
項
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ

れ
は
、

　
一
、
我
等
は
、
我
国
の
国
情
に
即
し
、
無
産
階
級
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
解
放
の
実
現
を
期
す
。

　
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
党
は
「
無
産
階
級
」
の
解
放
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
両
党
は
労
働
者
・
農
民
を
党

の
主
要
な
る
構
成
メ
ン
バ
ー
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
社
会
民
衆
党
は
「
勤
労
階
級
本
位
」
の
政
治
経
済
制
度
の
実
現
を
目
ざ
す
と
さ
れ

た
よ
う
に
、
党
の
構
成
要
素
は
労
働
者
・
農
民
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
小
売
商
人
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
自
由
業
者
を
も
主
要
な
る
メ
と
ハ
ー
に
入
れ

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
点
を
言
い
慣
ら
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
い
え
ば
、
労
働
農
民
党
と
日
本
労
農
党
は
階
級
政
党
の
立
場
に
傾

斜
し
て
い
る
の
に
対
し
、
社
会
民
衆
党
は
明
白
に
国
民
政
党
の
立
場
に
拠
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
（
1
）
　
労
働
農
民
党
の
綱
領
は
左
の
三
力
条
よ
り
成
つ
た
．

　
　
　
一
、
我
等
は
、
我
国
の
国
情
に
即
し
、
無
産
階
級
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
解
放
の
実
現
を
期
す
。

　
　
　
二
、
我
等
は
、
合
法
的
手
段
に
依
り
、
不
公
正
な
る
土
地
、
生
産
、
分
配
に
関
す
る
制
度
の
改
革
を
期
す
。

　
　
　
三
、
我
等
は
、
特
権
階
級
の
み
の
利
害
を
代
表
す
る
既
成
政
党
を
打
破
し
議
会
の
徹
底
的
改
造
を
期
す
。



（
2
）
　
日
本
農
民
党
の
綱
領
は
次
の
通
り
で
あ
つ
た
。

　
　
我
等
は
人
類
の
平
和
幸
福
を
目
標
と
し
天
地
の
公
道
に
則
り
世
界
の
大
勢
に
順
応
し
て
合
理
的
新
社
会
の
建
設
を
期
し
も
つ
て
次
の
諸
項
を
遂
行
す
。

　
　
一
、
社
会
正
義
の
実
現

　
　
我
等
は
特
権
階
級
に
よ
る
政
治
的
支
配
を
排
除
し
全
勤
労
階
級
共
同
の
理
想
た
る
社
会
的
正
義
の
実
現
を
期
す
．

　
　
二
、
日
本
国
本
の
振
起

　
　
我
等
は
知
識
を
世
界
に
求
め
て
純
真
な
る
我
が
国
本
を
振
起
し
日
本
民
族
の
繁
栄
と
日
本
文
化
の
発
達
を
計
り
も
つ
て
世
界
文
化
の
向
上
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

　
　
三
、
議
会
政
治
の
改
革

　
　
我
等
は
議
会
政
策
に
即
し
て
一
切
の
不
合
理
不
自
然
な
る
制
度
組
織
習
慣
を
排
し
合
理
的
新
日
本
の
建
設
を
期
す
．

　
　
四
、
産
業
国
策
の
確
立

　
　
　
我
等
は
特
異
な
る
日
本
国
情
の
現
実
に
立
脚
し
て
産
業
の
振
興
分
配
の
公
平
を
計
り
も
つ
て
国
民
生
活
の
安
定
並
に
向
上
に
力
む
。

　
　
五
、
農
村
文
化
の
樹
立

　
　
　
我
等
は
都
会
中
心
の
不
健
全
な
る
文
化
を
否
定
し
健
実
な
る
地
方
的
文
化
の
完
成
を
期
す
。

（
3
）
　
日
本
労
農
党
の
綱
領
は
左
の
三
力
条
で
あ
つ
た
。

　
　
扁
、
我
等
は
我
国
の
国
情
に
即
し
無
産
階
級
の
政
治
的
経
済
的
社
会
的
解
放
を
期
す
．

　
　
二
、
我
等
は
合
法
的
手
段
に
依
り
不
合
理
に
な
る
土
地
生
産
分
配
に
関
す
る
制
度
の
改
革
を
期
す
。

　
　
三
、
我
等
は
無
産
階
級
の
利
害
を
代
表
し
特
権
階
級
の
墾
断
す
る
議
会
の
徹
底
的
改
造
を
期
す
．

（
4
）
労
働
農
民
党
と
日
本
労
農
党
は
綱
領
の
第
一
項
を
同
じ
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
第
二
項
も
ま
つ
た
く
同
じ
で
あ
る
．
わ
ず
か
に
三
力
条
し
か
な
い
両
党
の
綱
領
の
う
ち
ニ
カ
条

　
ま
で
一
字
一
句
違
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
こ
の
両
党
の
強
い
相
似
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
．

宣
言
レ
ベ
ル
で
の
社
会
民
衆
党
の
特
質

前
節
で
ふ
れ
た
社
会
民
衆
党
の
国
民
政
党
の
性
格
は
、
結
党
宣
言
に
よ
り
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
宣
言
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
我
等
は
絃
に
、
我
が
国
民
大
多
数
を
占
む
る
労
働
者
、
農
民
、
俸
給
生
活
者
、
小
売
商
人
、
及
び
自
由
職
業
者
等
の
利
害
を
代
表
し
．
過
去
半
世
紀
に
亘
つ
て

日
本
の
政
権
を
墾
断
し
た
る
貴
族
、
閥
族
、
地
主
、
資
本
家
、
及
び
此
等
特
権
階
級
の
偲
偲
た
る
既
成
政
党
に
対
し
て
、
生
存
権
確
立
の
戦
を
宣
す
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
社
会
民
衆
党
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
一
九
七
）



　
　
社
会
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二
　
　
　
（
一
九
八
）

　
既
往
の
政
治
は
、
其
閥
族
の
為
す
所
と
政
党
者
流
の
為
す
所
と
を
問
わ
ず
、
ひ
と
し
く
是
れ
少
数
特
権
階
級
の
利
害
を
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
つ
て
そ
の

政
争
は
常
に
同
一
特
権
階
級
の
間
に
於
け
る
新
旧
勢
力
の
暗
闘
に
過
ぎ
な
か
つ
た
．
即
ち
彼
等
は
何
等
国
民
の
実
生
活
に
基
調
し
た
る
具
体
的
の
主
義
政
綱
を
有

せ
ず
、
従
つ
て
又
政
党
と
し
て
の
相
対
立
L
、
相
争
う
べ
き
何
等
の
理
由
も
有
せ
ず
党
同
伐
異
の
輩
で
あ
る
。
故
に
彼
等
は
漫
然
と
し
て
国
利
民
福
を
云
い
、
是

々
非
々
と
い
い
、
甚
だ
し
き
に
至
つ
て
は
倫
理
道
徳
の
美
名
を
借
り
て
政
党
の
標
幟
と
し
、
以
て
そ
の
本
体
を
詐
飾
し
国
民
を
欺
隔
せ
ん
と
し
た
。
我
等
は
現
政

界
に
於
け
る
一
切
の
醜
状
随
態
を
以
て
そ
の
帰
す
る
所
一
に
此
等
特
権
階
級
の
間
に
於
け
る
朋
党
の
利
権
争
奪
に
在
り
と
し
、
大
多
数
勤
労
階
級
の
利
害
を
代
表

す
る
無
産
政
党
の
樹
立
を
以
て
之
を
匡
整
す
べ
き
唯
一
の
方
法
な
り
と
信
ず
る
。

　
今
や
国
民
多
年
の
希
望
を
貫
徹
し
、
普
通
選
挙
の
実
施
は
市
会
に
町
会
に
、
既
に
眼
前
の
事
実
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
国
民
の
大
多
数
を
占
む
る
勤
労
無
産
階
級

が
奮
起
し
て
少
数
特
権
階
級
の
手
よ
り
政
治
を
解
放
し
、
国
家
の
主
要
成
分
で
あ
り
社
会
の
原
動
力
で
あ
る
民
衆
自
身
の
政
治
を
確
立
す
べ
き
時
は
来
た
．
我
等
は

国
法
の
認
む
る
一
切
の
手
段
を
尽
し
て
、
社
会
貧
困
の
根
本
原
因
た
る
悪
法
非
制
を
改
革
し
、
社
会
的
の
正
義
観
念
に
基
く
健
全
な
る
国
民
生
活
の
樹
立
に
向
つ

て
直
往
遭
進
せ
ん
と
す
る
。
こ
れ
我
等
が
広
く
天
下
に
激
し
、
一
切
の
勤
労
無
産
階
級
を
糾
合
し
て
一
大
政
党
を
結
成
せ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
見
よ
我
国
の

勤
労
無
産
階
級
は
今
や
都
市
農
村
を
通
じ
て
一
斉
覚
醒
し
、
大
多
数
国
民
の
利
福
を
基
調
と
し
た
公
明
正
大
な
る
政
治
の
麹
望
し
つ
x
あ
る
に
非
ず
や
。
此
の
時

に
際
し
我
等
は
時
勢
の
要
求
に
応
じ
蝕
に
社
会
民
衆
党
を
組
織
し
、
あ
ら
ゆ
る
全
国
の
勤
労
無
産
階
級
に
対
し
門
戸
を
開
放
す
る
。
筍
も
我
等
と
志
を
同
じ
う
す

る
も
の
は
其
職
業
、
地
位
、
境
遇
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
来
つ
て
我
等
と
共
に
此
の
劃
時
代
的
運
動
の
大
成
に
協
力
せ
よ
。

敢
て
宣
す
。

　
社
会
民
衆
党
は
労
働
者
、
農
民
、
俸
給
生
活
者
、
小
売
人
及
び
自
由
職
業
者
の
利
益
を
代
表
す
る
政
党
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
い
ま
こ
こ
に
並
べ

ら
れ
た
職
業
の
間
に
は
上
下
、
主
従
の
差
が
な
い
．
同
じ
レ
ベ
ル
で
考
え
ら
れ
、
平
等
な
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
点
が
、
労
働
農
民

党
、
日
本
労
農
党
と
異
る
。
ま
た
日
本
農
民
党
と
も
異
る
所
で
あ
る
．

　
労
働
農
民
党
は
、
そ
の
宣
言
に
お
い
て
、
現
時
の
わ
が
国
民
生
活
に
お
い
て
最
も
憂
う
べ
き
こ
と
は
、
「
我
等
無
産
階
級
則
ち
労
働
者
、
小
作

農
民
を
初
め
と
し
て
、
幾
百
万
の
小
農
、
小
商
工
業
者
、
下
給
俸
給
生
活
者
」
の
生
活
が
経
済
的
精
神
的
に
安
定
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ

る
、
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
労
働
者
、
小
作
農
民
が
主
で
、
小
農
、
小
商
工
業
者
、
下
給
俸
給
生
活
者
が
従
だ
と
い
う
よ
う
に
は
鮮
明
に
書
か

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
も
と
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
、
社
会
民
衆
党
の
宣
言
は
、
党
を
構
成
す
る
メ
ソ
バ
ー
に
つ
い
て
区
別
、



差
別
が
な
く
対
等
に
並
列
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
社
会
民
衆
党
の
宣
言
の
最
終
尾
の
一
行
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
荷

も
我
等
と
志
を
同
じ
う
す
る
も
の
は
其
職
業
、
地
位
、
境
遇
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
来
つ
て
我
等
と
共
に
此
の
劃
時
代
的
運
動
の
大
成
に
協
力
せ

よ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
民
衆
党
の
構
成
メ
ソ
バ
ー
は
、
労
働
者
、
農
民
、
俸
給
生
活
者
、
小
売
商
人
及
び
自
由
職
業
者
だ
け
に
限
ら
ず
、

社
会
民
衆
党
の
精
神
に
共
鳴
す
る
も
の
は
資
本
家
で
も
経
営
者
で
も
、
社
長
、
工
場
長
で
も
、
有
産
階
級
、
貴
族
で
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
社
会
民
衆
党
は
、
こ
こ
ま
で
幅
を
広
げ
た
が
、
労
働
農
民
党
は
い
か
に
広
げ
て
も
労
働
者
、
小
作
農
民
か
ら
小
農
、
小
商
工
業
者
、
下
給
俸

給
生
活
者
以
外
に
は
構
成
メ
ン
バ
ー
を
拡
大
し
な
か
つ
た
。

　
日
本
労
農
党
は
、
そ
の
宣
言
の
冒
頭
に
「
我
々
は
こ
x
に
真
の
労
働
者
と
農
民
の
政
党
、
真
の
無
産
大
衆
の
政
党
を
作
つ
た
」
と
明
言
し
て
い

る
。
ま
た
こ
の
こ
と
を
言
葉
を
か
え
て
「
工
場
の
奥
に
陣
吟
す
る
労
働
者
よ
、
炭
坑
の
底
に
苦
悩
す
る
坑
夫
よ
、
農
村
に
鋤
鍬
と
る
農
民
よ
、
諸

君
は
来
つ
て
我
等
と
共
に
此
の
政
党
の
発
達
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
つ
て
い
る
。
日
本
労
農
党
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
主
と
し
て

労
働
者
と
農
民
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
労
農
党
に
は
従
た
る
構
成
要
素
も
あ
つ
た
。
そ
れ
は
宣
言

文
中
の
次
の
文
字
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
俸
給
生
活
者
よ
、
下
級
官
吏
よ
、
商
業
使
用
人
よ
、
諸
君
の
利
害
は
無
産
級
階
に
よ
つ
て
の

み
擁
護
さ
れ
る
。
諸
君
も
来
つ
て
我
々
の
政
党
に
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
並
べ
ら
れ
た
職
業
の
者
は
日
本
労
農
党
構
成

の
二
次
的
な
メ
ソ
バ
ー
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
労
農
党
で
は
主
と
従
の
構
成
メ
ン
パ
ー
が
、
は
つ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
共
に
、
誰

で
も
党
の
指
導
精
神
に
共
鳴
す
る
者
は
来
れ
と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
表
現
も
一
切
用
い
な
い
と
い
う
二
点
に
お
い
て
社
会
民
衆
党
と
は
異
つ
て
い

た
。　

日
本
農
民
党
は
、
そ
の
綱
領
に
お
い
て
全
勤
労
階
級
の
共
同
理
想
社
会
実
現
を
掲
げ
て
い
た
が
、
宣
言
の
冒
頭
は
「
三
千
年
日
本
歴
史
に
光
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
放
つ
べ
く
日
本
農
民
党
は
生
れ
陰
惨
な
り
し
我
農
民
史
は
栄
光
赫
曄
た
る
第
一
歩
を
大
地
の
上
に
力
強
く
印
し
た
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
農
民
の
た
め
の
政
党
で
あ
つ
た
か
ら
、
無
産
政
党
の
中
で
は
構
要
メ
ン
バ
ー
を
も
つ
と
も
狭
く
限
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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（
二
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以
上
に
お
い
て
明
ら
か
な
ご
と
く
．
社
会
民
衆
党
は
．
社
会
民
衆
党
の
指
導
精
神
に
共
鳴
す
る
者
は
職
業
、
地
位
、
境
遇
の
如
何
を
と
わ
ず
、

こ
の
党
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
点
に
お
い
て
、
も
つ
と
も
広
範
な
国
民
各
層
に
呼
び
か
け
た
国
民
政
党
で
あ
つ
た
。
こ
の
国
民

政
党
の
立
場
を
強
く
宣
言
の
中
に
打
ち
出
し
て
い
た
点
が
社
会
民
衆
党
の
最
大
の
特
徴
で
あ
つ
た
。

　
社
会
主
義
実
現
の
手
段
に
つ
い
て
は
、
社
会
民
衆
党
宣
言
は
明
確
な
方
法
を
打
ち
出
し
て
い
な
い
。
普
通
選
挙
の
実
施
は
勤
労
無
産
階
級
が
奮

起
し
て
少
数
特
権
階
級
の
手
よ
り
政
治
を
解
放
す
る
時
た
ら
し
め
た
、
と
し
て
い
る
点
は
、
明
ら
か
に
選
挙
に
よ
る
改
革
を
示
し
て
い
る
が
、
労

働
農
民
党
の
宣
言
の
よ
う
に
、
「
議
会
政
策
」
を
明
示
し
て
い
な
い
。
労
働
農
民
党
宣
言
は
、
立
党
の
根
本
精
神
を
第
一
に
無
産
階
級
の
生
活
権
の

確
立
に
置
く
と
し
、
「
そ
の
手
段
と
し
て
は
あ
く
ま
で
公
明
正
大
な
る
言
論
と
合
法
的
政
治
の
運
用
、
即
ち
議
会
政
策
に
よ
つ
て
適
進
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
」
と
、
議
会
に
よ
る
改
革
を
明
記
し
て
い
た
。
議
会
は
腐
敗
堕
落
し
、
議
員
の
言
論
は
少
し
の
権
威
も
な
く
、
醜
態
百
出
し
て
い

る
と
い
つ
て
も
、
「
か
く
の
如
き
は
全
く
特
権
階
級
の
み
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
る
既
成
政
党
の
罪
で
あ
つ
て
必
ず
し
も
議
会
制
度
そ
の
も
の
x
罪

で
は
な
い
」
、
普
通
選
挙
に
よ
つ
て
新
た
に
参
政
権
を
獲
得
し
た
無
産
階
級
が
、
純
潔
な
る
参
政
権
を
公
明
正
大
に
行
使
し
、
議
会
を
廓
清
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
を
貫
徹
せ
し
め
う
る
、
と
楽
観
し
て
い
た
。
議
会
政
治
に
対
す
る
絶
対
の
信
頼
で
あ
る
。

　
日
本
労
農
党
も
社
会
民
衆
党
と
同
様
に
、
普
選
の
実
施
を
重
視
し
て
い
る
が
、
労
働
農
民
党
の
ご
と
く
議
会
主
義
に
立
つ
こ
と
を
力
を
こ
め
て

創
立
趣
意
書
の
中
で
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
農
民
党
も
綱
領
の
中
で
議
会
政
策
に
即
し
た
改
革
を
す
る
こ
と
を
記
し
、
政
策
の
中

で
普
通
選
挙
の
徹
底
を
あ
げ
て
い
る
が
、
宣
言
の
中
で
は
改
革
の
方
法
に
つ
い
て
書
い
て
い
な
い
．

　
以
上
の
よ
う
に
社
会
民
衆
党
が
宣
言
の
中
で
、
議
会
主
義
に
よ
る
改
革
を
労
働
農
民
党
ほ
ど
に
明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、
社

会
民
衆
党
が
議
会
主
義
以
外
の
改
革
の
方
法
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
民
衆
党
は
結
党
に
あ
た
つ
て
十
五
項
目
か
ら
な
る
政
策
を
発

表
し
、
そ
の
最
初
か
ら
第
三
番
目
ま
で
、
普
通
選
挙
制
の
徹
底
、
議
院
制
度
の
改
革
、
言
論
集
会
結
社
の
自
由
を
抑
圧
す
る
諸
法
令
の
改
廃
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
、
社
会
民
衆
党
が
議
会
を
通
じ
て
の
改
革
を
目
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
綱
領
の
中
で
社
会
民
衆
党
が
国
民



的
政
党
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
同
党
が
議
会
主
義
政
党
た
ら
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
．
な
ぜ
労

働
農
民
党
の
よ
う
に
、
断
固
と
し
て
宣
言
の
中
に
議
会
主
義
堅
持
の
方
針
を
書
か
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
．
そ
の
理
由
は
あ
ま
り
に
も
簡
単
で

あ
る
。
そ
れ
は
社
会
民
衆
党
結
成
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
つ
た
か
と
い
う
点
を
少
し
考
え
て
み
れ
ば
直
ち
に
わ
か
る
問
題
で
あ
る
。

　
す
で
に
、
わ
れ
わ
れ
が
見
て
き
た
よ
う
に
、
労
働
農
民
党
は
議
会
主
義
の
立
場
を
綱
領
と
宣
言
の
中
で
明
快
に
謳
つ
て
い
た
。
社
会
民
衆
党
を
結

成
し
た
人
々
が
、
労
働
農
民
党
を
脱
党
し
た
の
は
、
労
働
農
民
党
が
議
会
主
義
を
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
が
不
平
で
あ
つ
た
の
で
は
な
い
。
ま
さ
に
そ

の
逆
で
あ
つ
た
。
社
会
民
衆
党
を
創
立
し
た
指
導
的
な
人
々
は
、
か
つ
て
自
分
た
ち
が
先
頭
に
立
つ
て
議
会
主
義
を
擁
護
す
る
無
産
政
党
と
し
て

の
労
働
農
民
党
を
つ
く
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
結
党
し
て
翌
目
に
開
か
れ
た
中
央
執
行
委
員
会
で
は
反
議
会
主
義
を
主
張
す
る
共
産
主
義

者
を
入
党
さ
せ
る
か
ど
う
か
で
会
議
は
混
乱
す
る
ほ
ど
、
共
産
主
義
は
労
働
農
民
党
に
潜
入
し
て
い
た
の
で
あ
つ
た
．
共
産
主
義
者
の
浸
透
は
月

日
の
経
過
と
共
に
量
質
共
に
拡
大
し
て
い
つ
た
．
労
働
農
民
党
は
共
産
主
義
者
を
排
除
し
て
結
党
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
結
党
後
も
排
除
し
つ
づ

け
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
よ
う
に
共
産
主
義
者
が
侵
入
し
、
か
つ
そ
れ
ら
が
排
除
さ
れ
な
い
と

す
る
と
創
立
当
初
の
申
し
合
わ
せ
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
十
月
二
十
四
日
の
労
働
農
民
党
第
四
回
中
央
委
員
会
の
席
上
で
、
総
同
盟

の
代
表
西
尾
末
広
が
、
指
導
精
神
を
異
に
す
る
も
の
が
、
同
一
政
党
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
、
と
宣
言
し
て
同
党
を
脱
退
し
た
の
は

同
党
の
状
態
が
、
共
産
主
義
排
除
の
申
し
合
わ
せ
に
反
し
た
か
ら
で
あ
る
．
こ
の
時
、
総
同
盟
は
脱
退
声
明
書
に
お
い
て
、
総
同
盟
は
日
本
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

組
合
と
の
間
に
、
共
産
派
排
除
と
い
う
根
本
的
重
大
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
異
に
す
る
よ
う
に
な
つ
た
か
ら
断
然
脱
党
す
る
と
言
つ
た
。
そ
し
て

そ
の
声
明
書
の
中
に
は
、
総
同
盟
は
経
済
的
に
も
、
政
治
的
に
も
、
共
産
勢
力
と
の
共
同
戦
線
を
拒
み
、
指
導
精
神
な
ら
び
に
実
際
政
策
に
お
い

て
大
体
傾
向
を
同
じ
く
す
る
勢
力
と
協
同
す
る
、
と
も
つ
け
加
え
た
。
共
産
勢
力
を
排
除
し
て
、
労
働
農
民
党
宣
言
の
中
に
高
ら
か
に
謳
わ
れ
て

い
た
議
会
主
義
を
、
い
つ
わ
り
な
く
実
践
す
る
た
め
の
政
党
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
社
会
民
衆
党
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
改
め
て
こ
こ
で
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

会
民
衆
党
が
議
会
主
義
政
党
で
あ
る
こ
と
を
謳
う
必
要
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
社
会
民
衆
党
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
二
〇
一
）



　
　
社
会
民
衆
党
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞳
六
　
　
　
（
二
〇
二
）

（
1
）
　
東
京
朝
日
新
聞
　
大
正
十
五
年
十
月
十
七
日
及
び
田
中
惣
五
郎
編
『
資
料
大
正
社
会
運
動
史
下
』
（
ゴ
ニ
書
房
　
一
九
七
〇
年
一
〇
月
）
一
〇
二
五
頁

（
2
）
　
全
日
本
労
働
総
同
盟
『
総
同
盟
五
十
年
史
第
二
巻
』
（
総
同
盟
五
十
年
史
刊
行
委
員
会
　
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
五
三
1
四
頁

（
3
）
　
前
節
の
綱
領
及
び
本
節
の
宣
言
の
引
用
は
殊
に
注
の
な
い
か
ぎ
り
、
『
解
放
ー
無
産
政
党
徹
底
的
批
判
号
ー
』
（
昭
和
二
年
二
月
）
お
よ
び
『
日
本
労
働
年
鑑
　
昭
和
二
年

版
』
（
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
）
に
依
る
。

当
事
者
の
説
明
す
る
社
会
民
衆
党
の
特
質

　
安
部
磯
雄
は
、
社
会
民
衆
党
結
成
大
会
で
中
央
執
行
会
議
長
に
選
任
さ
れ
た
後
、
役
員
を
代
表
し
て
就
任
の
辞
を
述
べ
た
。
そ
の
中
で
、
分
立

せ
る
無
産
政
党
も
同
根
に
生
長
す
る
も
の
で
あ
る
、
「
豆
を
煮
る
に
豆
殻
を
も
つ
て
す
、
豆
は
釜
中
に
あ
つ
て
泣
く
、
な
ん
ぞ
そ
れ
を
責
む
る
の

急
な
る
や
、
も
と
こ
れ
同
根
な
り
」
と
い
う
七
歩
の
吟
を
も
つ
て
、
無
産
政
党
間
の
泥
仕
合
を
い
ま
し
め
た
。

　
安
部
は
四
年
後
に
『
立
党
の
精
神
』
と
い
う
小
冊
子
を
出
し
、
そ
の
中
で
も
九
項
目
の
中
の
第
八
番
目
に
「
無
産
党
の
分
裂
」
が
泥
仕
合
に
な

ら
ぬ
よ
う
に
と
厳
し
く
訓
し
て
い
る
。

　
　
「
－
…
－
・
唯
私
共
が
最
も
注
意
し
て
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
各
無
産
政
党
が
相
互
に
対
し
て
罵
署
諌
諺
を
敢
て
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
共
は
古
来
同
一
教
理
に
根
底
を
置
く

　
所
の
宗
派
が
恰
も
仇
敵
の
如
き
態
度
を
以
て
他
を
排
斥
す
る
の
を
苦
々
し
く
思
つ
た
の
で
あ
る
が
、
－
・
－
　
政
党
の
争
を
以
て
恰
も
源
平
の
戦
の
如
く
見
る
の
は
所
謂
旧
式
の
考
え
方

　
で
あ
つ
て
、
無
産
政
党
は
当
然
此
弊
風
を
打
開
す
べ
き
使
命
を
有
し
て
居
る
。
若
し
無
産
政
党
員
が
旧
式
の
宗
教
や
政
治
家
の
醜
態
を
再
び
繰
返
す
こ
と
に
な
れ
ぽ
、
政
治
の
堕
落
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
何
時
ま
で
も
継
続
す
る
に
相
違
な
い
。
私
共
は
諸
無
産
政
党
の
問
に
常
に
寛
容
の
精
神
が
活
動
せ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。
」

　
無
産
政
党
の
合
同
は
勿
論
望
ま
し
い
け
れ
ど
も
、
分
離
す
る
に
相
当
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
分
離
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
分
裂
が
競

争
と
な
り
嫉
視
と
な
り
罵
署
と
な
り
攻
撃
と
な
る
に
至
つ
て
は
無
産
政
党
の
前
途
は
憂
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
宗
教
に
せ

よ
政
党
に
せ
よ
唯
我
独
尊
の
精
神
を
極
端
に
発
揮
す
る
こ
と
は
大
に
慎
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
上
人
が
他
宗
派
を
悉
く
邪
道
で
あ
る
が
如
く

痛
罵
し
た
の
は
聴
く
者
を
し
て
快
哉
を
叫
ば
し
め
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
数
百
年
後
の
今
日
に
於
て
日
蓮
宗
は
決
し
て
他
宗
派
を
圧
倒
す
る
程
の

地
位
を
得
て
居
な
い
。
『
我
宗
旨
尊
し
』
と
い
う
自
惚
心
は
何
人
に
も
あ
る
に
相
違
な
い
が
、
我
説
く
所
の
主
義
の
外
に
は
真
理
な
し
と
断
定
す



る
の
は
寛
畢
す
る
に
一
種
の
妄
想
狂
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
．
何
人
で
も
自
ら
信
ず
る
所
の
も
の
を
真
理
な
り
と
し
．
こ
れ
を
他
人
に
紹
介
す
る

こ
と
に
は
何
等
差
支
が
な
い
け
れ
ど
も
、
他
人
の
信
ず
る
所
を
迷
信
な
り
虚
偽
な
り
と
し
罵
倒
す
る
こ
と
は
確
に
倦
越
の
行
為
で
あ
る
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
如
何
な
る
宗
教
に
し
て
も
如
何
な
る
哲
学
に
し
て
も
真
理
の
或
方
面
を
説
明
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
私
共
は
何
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
も
相
当
の
敬
意
を
表
す
る
雅
量
の
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
、
「
無
産
政
党
の
中
に
左
翼
と
右
翼
と
の
二
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
畢
童
す
る
に
社
会

改
造
に
関
す
る
考
え
方
の
相
違
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
強
い
て
同
一
軌
道
の
上
を
走
ら
し
め
ん
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
．
若
し
左
右
両
翼
が
互

に
罵
署
や
攻
撃
を
試
み
て
相
排
斥
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
即
ち
宗
教
家
や
既
成
政
党
の
醜
態
を
繰
返
す
も
の
で
あ
つ
て
、
私
共
に
取
り
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

此
上
も
な
き
恥
辱
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
安
部
は
、
他
の
無
産
政
党
に
対
し
て
寛
容
で
あ
れ
、
雅
量
を
示
せ
と
訓
と
し
た
。

　
安
部
は
結
党
式
の
あ
い
さ
つ
や
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
だ
け
、
紳
士
で
あ
つ
た
の
で
は
な
く
、
終
始
、
自
分
の
発
言
通
り
に
寛
容
で
あ
つ
た
．

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
に
わ
た
る
社
会
主
義
者
の
中
で
、
安
部
ほ
ど
完
壁
に
近
い
人
格
を
備
え
、
同
士
は
も
と
よ
り
党
外
の
人
々
か
ら
も
尊

敬
を
集
め
た
者
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
か
れ
の
言
葉
と
行
為
は
寸
分
の
く
る
い
も
な
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
自
分
が
行
わ
な
い
こ
と
は
、
口

に
出
さ
な
い
安
部
で
あ
つ
た
。
他
党
に
対
し
寛
容
で
あ
れ
と
訓
す
と
き
、
安
部
は
誰
よ
り
も
他
の
無
産
党
に
対
し
徹
底
し
て
寛
容
で
あ
つ
た
．

　
安
部
の
説
く
と
こ
ろ
も
立
派
に
一
理
あ
る
が
、
無
産
政
党
と
い
う
範
躊
に
属
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
政
党
を
形
成
、
独
立
せ
し
め
て
い
る
以

上
、
自
己
の
存
在
理
由
を
大
衆
に
訴
え
る
た
め
に
は
他
の
無
産
政
党
を
強
く
批
判
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
率
直
に
言
つ
て
社
会
民
衆
党
は
無
産

政
党
の
中
で
、
他
の
無
産
政
党
を
罵
署
諌
諺
す
る
こ
と
、
も
つ
と
も
少
い
政
党
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
社
会
民
衆
党
も
自
己
の
存
在
理
由
を

示
す
た
め
に
、
他
党
と
の
違
い
を
強
調
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
．
他
党
と
の
差
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
、
社
会
民
衆
党
の
特
質
が
う
か
が
わ

れ
、
指
導
精
神
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
社
会
民
衆
党
中
央
執
行
委
員
で
あ
り
、
総
同
盟
政
治
部
長
で
も
あ
つ
た
西
尾
末
広
は
、
社
会
民
衆
党
が
労
働
農
民
党
や
日
本
労
農
党
と
相
異
る

重
要
な
る
一
点
は
、
そ
の
構
成
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
説
明
書
で
発
表
し
た
。
　
「
社
会
民
衆
党
は
、
組
織
労
働
者
、
組
織
農
民
に
限
ら
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ず
、
俸
給
生
活
者
、
自
由
業
者
等
広
く
一
般
勤
労
階
級
に
対
し
て
も
．
萄
く
も
主
義
綱
領
に
賛
同
す
る
以
上
、
之
れ
に
門
戸
を
開
放
す
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
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組
合
即
政
党
、
若
し
く
は
組
合
の
延
長
と
し
て
の
政
党
と
い
う
が
如
き
構
成
方
法
を
斥
け
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
そ
の
説
明
の
概
論
で
あ

る
。　

な
ぜ
、
一
般
勤
労
階
級
に
門
戸
を
開
放
し
た
か
。
西
尾
は
そ
の
理
由
を
二
つ
の
方
面
か
ら
説
明
す
る
。
第
一
は
組
合
が
わ
が
国
に
お
い
て
は
未

発
達
で
あ
る
こ
と
と
、
組
合
が
政
治
運
動
に
熱
中
す
る
こ
と
は
組
合
の
基
本
的
な
目
標
の
達
成
を
阻
害
す
る
よ
う
に
な
る
。
よ
つ
て
組
合
を
主
体

と
し
て
、
こ
れ
に
多
少
の
急
進
的
知
識
階
級
を
加
え
て
政
党
を
組
織
す
る
こ
と
は
、
組
合
の
発
達
を
萎
縮
す
る
こ
と
に
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ

る
．
第
二
に
は
組
合
中
心
の
無
産
政
党
で
は
各
級
議
員
の
選
挙
の
場
合
で
も
実
際
的
成
績
は
あ
げ
に
く
い
。
未
組
織
の
無
産
大
衆
を
政
治
的
に
結

成
し
て
味
方
に
つ
け
る
こ
と
こ
そ
無
産
階
級
の
政
治
的
利
益
を
実
際
に
図
る
上
に
有
効
で
あ
る
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
つ
て
、
一
般
勤
労
階
級
に
門
戸
を
開
放
し
た
が
、
他
党
か
ら
こ
の
こ
と
を
も
つ
て
階
級
意
識
を
失
う
も
の
で
あ
る
と
批
判
さ

れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
日
本
労
農
党
が
、
ま
さ
に
社
会
民
衆
党
は
階
級
意
識
を
失
つ
て
い
る
と
批
判
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
次
の

よ
う
に
西
尾
は
弁
明
し
た
．
社
会
民
衆
党
の
中
で
、
も
つ
と
も
中
堅
勢
力
と
し
て
第
一
線
に
立
つ
て
活
動
す
る
者
は
階
級
的
立
場
を
確
守
す
る
知

識
階
級
、
組
合
労
働
者
及
組
合
農
民
で
あ
る
。
ま
た
社
会
民
衆
党
は
内
部
的
に
は
階
級
的
組
織
と
訓
練
を
充
実
し
、
外
部
的
に
は
既
成
政
党
と
絶

え
ず
抗
争
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
民
衆
党
は
断
じ
て
階
級
意
識
を
失
つ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
社
会
民
衆
党
こ
そ
大

衆
的
で
あ
る
と
同
時
に
階
級
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
説
明
す
る
の
で
あ
つ
た
。
社
会
民
衆
党
は
、
党
の
指
導
精
神
に
共
鳴
す
る
者

は
職
業
、
地
位
、
境
遇
の
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
国
民
政
党
の
立
場
を
綱
領
で
表
明
し
て
い
た
が
．

「
階
級
的
で
な
い
」
と
い
う
批
判
に
は
、
就
々
と
す
る
の
で
あ
つ
た
。

　
社
会
民
衆
党
書
記
長
片
山
哲
も
、
社
会
民
衆
党
の
存
在
理
由
の
最
大
の
要
素
と
し
て
、
「
我
社
会
民
衆
党
の
構
成
な
る
も
の
が
如
何
と
い
う
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

ば
そ
れ
は
全
然
労
農
党
と
異
つ
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
る
．
労
働
農
民
党
は
組
織
労
働
者
に
本
位
を
置
き
、
組
合
即
政
党
の
観
を
与
え
て
い
る
の
と



反
対
に
、
社
会
民
衆
党
は
個
人
を
単
位
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
無
産
階
級
の
要
素
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
が
社
会
民
衆
党
構
成
上
の
特
質
で

あ
り
、
同
時
に
労
働
農
民
党
と
の
異
質
と
な
る
点
で
あ
る
と
片
山
は
解
説
す
る
。
そ
し
て
片
山
も
ま
た
、
一
般
無
産
階
級
を
社
会
民
衆
党
が
糾
合

し
た
か
ら
と
い
つ
て
、
「
わ
が
党
の
趣
旨
綱
領
は
決
し
て
曖
昧
な
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
」
、
そ
れ
は
厳
然
と
し
て
無
産
階
級
た
る
の
意
識
を
明

確
に
し
、
無
産
民
衆
自
身
の
政
党
た
ら
し
め
て
い
る
と
弁
明
す
る
。
片
山
は
西
尾
の
よ
う
に
、
社
会
民
衆
党
が
「
階
級
的
意
識
」
を
失
わ
ず
に
い

る
と
は
言
わ
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
「
無
産
階
級
」
の
政
党
で
あ
る
と
強
調
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
他
党
か
ら
の
社
会
民
衆
党
の
階
級
意
識
喪
失

と
い
う
攻
撃
を
か
わ
そ
う
と
し
て
い
た
。

　
こ
こ
で
社
会
民
衆
党
に
対
す
る
批
判
を
二
つ
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
。
労
働
農
民
党
書
記
長
細
迫
兼
光
は
、
社
会
民
衆
党
を
包
む
空
気
と
し
て
、

そ
れ
は
ガ
ラ
ク
タ
を
並
べ
て
あ
る
場
末
の
古
道
具
屋
（
旧
式
社
会
主
義
）
的
空
気
と
、
古
道
具
屋
に
は
不
似
合
い
な
ピ
カ
ピ
カ
光
る
電
気
ア
イ
・

ン
、
ミ
シ
ン
台
、
文
化
住
宅
向
電
熱
器
を
並
べ
た
一
隅
も
あ
る
と
い
う
、
二
面
を
持
つ
て
い
る
と
評
し
た
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
か
に
店
を
片
つ
け
た

方
が
繁
昌
す
る
だ
ろ
う
と
い
い
、
「
店
の
主
人
に
聞
い
て
見
る
と
彼
も
同
感
、
や
が
て
は
銀
座
あ
た
り
に
店
を
出
し
て
、
銀
ブ
ラ
の
細
ス
テ
ッ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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連
を
お
と
く
い
に
す
る
つ
も
り
と
の
事
」
と
社
会
民
衆
党
を
皮
肉
く
る
の
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
社
会
民
衆
党
は
大
衆
向
き
の
商
品
を
売
る
店
で
な

く
、
銀
ブ
ラ
を
す
る
紳
士
連
の
お
と
く
い
の
店
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
．
階
級
政
党
と
し
て
の
姿
勢
が
無
い
と
い
う
批
判
で
あ
る
．

　
日
本
労
農
党
の
創
立
趣
意
書
に
は
、
社
会
民
衆
党
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
．
「
彼
等
は
果
し
て
真
正
純
真
な
る
現
実
派
か
、
否
々
。
彼
等

も
亦
小
児
病
的
右
翼
の
み
　
見
よ
彼
等
の
な
す
と
こ
ろ
は
徒
ら
に
名
士
に
依
頼
し
現
実
主
義
の
美
名
に
と
ら
わ
れ
て
階
級
的
正
道
を
あ
や
ま
ら
ん

と
し
つ
つ
あ
る
に
非
ず
や
」
と
。
こ
こ
に
お
い
て
も
社
会
民
衆
党
は
階
級
政
党
に
非
ず
、
と
き
め
つ
け
て
い
る
。
階
級
政
党
に
非
ざ
る
政
党
は
無

産
政
党
で
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
の
頃
の
支
配
的
な
空
気
で
あ
つ
た
か
ら
、
無
産
政
党
は
無
組
織
大
衆
か
ら
も
無
産
政
党
の
指
導
精
神
に
共
鳴
す

る
者
を
幅
広
く
吸
収
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
も
、
な
お
「
階
級
的
」
で
な
い
と
い
う
批
判
に
は
脅
威
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か

つ
た
。
社
会
民
衆
党
の
指
導
者
た
ち
は
、
狭
く
階
級
的
な
立
場
に
立
つ
限
り
党
の
発
展
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
気
づ
い
て
い
た
が
、
社
会
民
衆
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党
が
「
階
級
的
で
な
い
」
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
「
階
級
的
で
な
く
と
も
国
民
政
党
で
あ
れ
ば
い
い
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
真
正
面
か
ら
答

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
党
の
指
導
者
に
、
確
信
が
な
か
つ
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
、
当
時
の
無
産
政
党
に
対
す
る
世
論
の
イ
メ
ー

ジ
は
階
級
政
党
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　　　　　　654321
安
部
磯
雄
『
立
党
の
精
神
』
（
ク
ラ
ラ
社
　
昭
和
四
年
九
月
）
一
二
－
三
頁
．

右
同
書
　
二
一
丁
四
頁
。

右
同
書
一
四
頁
。

西
尾
末
広
「
社
会
民
衆
党
の
構
成
要
素
に
関
す
る
説
明
書
」
（
『
労
働
　
号
外
』

片
山
哲
「
社
会
民
衆
党
の
立
場
」
（
解
放
　
昭
和
二
年
二
月
号
）

細
迫
兼
光
「
労
働
農
民
党
の
党
是
」
（
右
同
）

　
　
　
　
　
社
会
民
衆
党
の
特
質

大
正
十
五
年
十
二
月
十
一
日
発
行
）

昭
和
七
年
一
月
に
社
会
民
衆
党
書
記
局
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
社
会
民
衆
党
五
ケ
年
闘
争
史
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
社
会
民
衆
党

の
特
質
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
、
同
党
の
特
質
を
簡
明
に
表
現
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
全
文
を
左
に
掲
げ
る
。

　
　
「
大
正
十
五
年
は
、
我
国
無
産
政
党
史
に
於
て
特
質
せ
ら
る
可
き
年
で
あ
る
。
労
働
農
民
党
（
三
月
＋
五
日
創
立
）
、
日
本
農
民
党
（
＋
月
＋
七
日
創
立
）
、
社
会
民

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

衆
党
（
＋
二
月
五
日
）
、
日
本
労
農
党
（
＋
二
月
九
日
創
立
）
の
四
個
の
無
産
政
党
が
生
れ
た
年
で
あ
る
。
目
本
農
民
党
は
『
農
民
は
農
民
党
』
と
云
う
ス
・
ー
ガ
ン
の

下
に
あ
る
一
の
職
業
政
党
で
あ
る
。
而
も
此
の
党
は
全
面
的
に
資
本
主
義
変
革
を
指
標
と
せ
ざ
る
こ
と
、
指
導
方
針
が
既
成
政
党
的
な
る
こ
と
の
弱
点
を
持
つ
。

労
働
者
と
貧
農
を
主
要
構
成
要
素
と
す
る
労
働
農
民
党
は
共
産
主
義
を
指
導
精
神
と
す
る
。
其
の
独
断
性
・
非
現
実
性
・
猪
突
主
義
は
急
進
的
青
年
に
若
干
の
魅

力
で
あ
る
に
し
て
も
、
却
て
支
配
階
級
に
弾
圧
の
口
実
、
を
与
え
大
衆
的
発
展
は
之
を
望
み
得
な
い
。
左
に
共
産
主
義
に
反
対
し
、
右
に
社
会
民
主
主
義
を
採
ら

ざ
る
日
本
労
農
党
は
そ
の
故
に
、
同
党
の
独
自
的
発
展
性
に
は
大
な
る
暗
影
が
投
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
社
会
民
衆
党
は
社
会
民
主
主
義
的
政
党
で
あ
つ
て
、
明
確
に
共
産
主
義
反
対
の
立
場
を
採
り
、
無
産
大
衆
の
民
主
的
自
覚
と
大
衆
的
組
織
に
依
つ
て
大
衆
性
を

獲
得
し
つ
つ
、
社
会
進
化
の
過
程
を
正
し
く
辿
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
．
公
式
的
な
論
理
的
感
銘
よ
り
も
確
実
的
な
具
体
的
政
策
が
尊
重
さ
れ
る
。
社
会
民
衆
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党
は
結
党
の
当
初
よ
り
一
言
に
し
て
言
え
ば
、
大
衆
的
発
展
性
が
約
束
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
」



　
最
後
の
一
行
、
「
大
衆
的
発
展
性
が
約
束
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
書
が
昭
和
七
年
に
発
刊
さ
れ
た
の
で
、
昭
和
三
年
、

五
年
の
二
回
に
わ
た
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
社
会
民
衆
党
は
他
の
無
産
政
党
を
押
え
て
も
つ
と
も
好
成
績
を
挙
げ
た
事
実
が
こ
れ
ら
の
文
字
の

裏
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
辺
で
社
会
民
衆
党
の
特
質
を
、
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
総
合
し
つ
つ
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
第
一
の
特
質
と
し
て
、
社
会
民
衆
党
は
、
一
つ
の
階
級
や
一
つ
の
職
業
だ
け
の
利
益
を
擁
護
す
る
政
党
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
は
労
働
農
民
党
の
よ
う
に
主
と
し
て
労
働
者
や
貧
農
の
た
め
の
政
党
で
も
な
く
、
ま
た
日
本
農
民
党
の
よ
う
に
農
民
と
い
う
一
職
業
の

人
々
の
政
党
で
も
な
い
。
社
会
民
衆
党
の
主
義
や
綱
領
に
賛
同
す
る
者
に
は
一
般
勤
労
者
は
も
と
よ
り
、
職
業
、
地
位
．
境
遇
の
如
何
を
と
わ
ず
、

す
べ
て
の
人
々
に
門
戸
が
開
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
国
民
政
党
的
立
場
は
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
理
論
的
根
拠
を
持
つ
階
級
政
党
的
立
場

と
異
る
も
の
で
あ
る
．
プ
・
レ
タ
班
ア
独
裁
日
階
級
政
党
の
立
場
に
立
つ
政
党
は
、
か
り
に
議
会
や
選
挙
を
重
視
し
て
も
、
そ
れ
は
議
会
主
義
の
立

場
を
堅
持
す
る
こ
と
と
は
ま
つ
た
く
異
る
。
階
級
政
党
は
、
時
に
は
議
会
と
選
挙
を
重
視
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の

た
め
に
選
挙
と
議
会
を
利
用
す
る
た
め
で
あ
る
．
労
働
農
民
党
は
地
下
組
織
で
あ
つ
た
日
本
共
産
党
の
地
上
に
あ
ら
わ
れ
た
合
法
的
半
身
で
あ
つ

た
。
し
た
が
つ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
“
階
級
政
党
の
立
場
を
と
る
こ
と
は
原
理
か
ら
い
つ
て
も
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
党
と
社
会
民
衆
党
と
の

選
挙
に
対
す
る
態
度
も
は
つ
き
り
異
る
．
昭
和
二
年
秋
、
わ
が
国
に
お
い
て
初
め
て
の
普
通
選
挙
に
よ
り
地
方
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
社
会
民
衆
党
は
当
選
期
成
主
義
で
あ
り
、
実
功
獲
得
主
義
で
臨
ん
だ
が
、
労
働
農
民
党
は
そ
う
で
な
か
つ
た
。
労
働
農
民
党
は
必
ず
し
も
当

選
を
望
ま
ず
、
選
挙
を
通
じ
、
こ
れ
を
利
用
し
て
支
配
階
級
の
悪
弊
を
暴
露
す
る
戦
術
を
と
つ
た
．
労
働
農
民
党
は
こ
の
選
挙
で
議
会
と
選
挙
を

重
視
し
た
と
は
い
え
ぬ
が
、
社
会
民
衆
党
の
一
貫
し
た
議
会
主
義
に
立
脚
し
た
立
場
に
対
し
て
選
挙
利
用
の
労
働
農
民
党
の
方
針
が
鮮
や
か
に
対

比
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
主
義
者
は
理
想
社
会
実
現
の
方
法
と
し
て
議
会
主
義
の
立
場
を
と
る
か
、
非
議
会
主
義
に
拠
る
か
の
論
争
を
明
治
三
十
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九
年
頃
か
ら
く
り
返
し
て
き
て
い
る
が
、
複
数
の
社
会
主
義
政
党
が
出
現
し
て
、
改
革
の
方
法
を
競
つ
た
の
は
大
正
十
五
年
以
降
で
あ
る
。
局
様

に
、
今
日
の
言
葉
で
い
え
ば
階
級
政
党
で
あ
る
べ
き
か
（
労
働
農
民
党
及
び
日
本
労
農
党
）
、
そ
れ
と
も
国
民
政
党
へ
社
会
民
衆
党
）
で
あ
る
べ
き
か

と
い
う
点
で
、
複
数
の
政
党
が
争
つ
た
の
も
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
、
社
会
民
衆
党
は
議
会
主
義
政
党
、
国
民
政
党
の
立
場
を
持
し
て

い
た
の
で
あ
つ
た
。

　
第
二
点
は
、
い
ま
挙
げ
た
第
一
点
と
密
接
に
関
連
す
る
が
、
社
会
民
衆
党
の
綱
領
第
三
項
に
お
い
て
「
社
会
進
化
の
過
程
を
無
視
す
る
急
進
主

義
」
を
排
斥
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
急
進
的
革
命
主
義
の
排
斥
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
国
民
政
党
の
立
場
に
立
ち
、
議
会
主
義
の
擁
護
を
唱
え

る
社
会
民
衆
党
と
し
て
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
点
と
し
て
、
前
述
し
た
西
尾
末
広
総
同
盟
政
治
部
長
の
「
説
明
書
」
を
想
起
し
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
政
党
と
労
働
組
合
と
は
、
そ
の
役
割
が

異
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
一
方
が
他
方
を
支
配
し
た
り
、
隷
属
さ
せ
る
こ
と
は
両
者
の
機
能
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
「
説
明
書
」
は
、
後
に
昭
和
二
年
の
総
同
盟
大
会
で
報
告
さ
れ
た
が
、
こ
の
政
党
と
組
合
と
は
、
互
に
自
主
独

立
の
存
在
で
あ
り
、
協
力
は
す
る
が
隷
属
は
し
な
い
と
い
う
関
係
の
明
記
は
、
今
日
の
政
党
と
組
合
と
の
在
り
方
の
テ
キ
ス
ト
に
も
な
る
も
の
で

あ
る
。
労
働
農
民
党
が
労
働
組
合
を
大
衆
動
員
の
機
関
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
し
か
考
え
な
か
つ
た
時
に
、
政
党
と
組
合
は
相
互
協
力
、
し
か
し

相
互
不
干
渉
の
原
則
を
打
ち
だ
し
た
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ひ
る
が
え
つ
て
、
今
日
、
わ
が
国
の
社
会
主
義
政
党
を
見
る
と
、
四
十
五
年
前
に
論
議
さ
れ
た
、
e
国
民
政
党
か
階
級
政
党
か
、
ω
議
会
主
義

擁
護
か
革
命
主
義
か
、
日
政
党
と
組
合
と
の
関
係
は
「
支
配
↓
隷
属
関
係
」
か
、
「
相
互
尊
重
↑
↓
相
互
協
力
」
か
と
い
う
問
題
が
な
お
生
々
し

い
形
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
．
四
十
五
年
前
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
論
争
は
、
解
決
さ
れ
て
い
な
い
が
、
社
会
民
衆
党
が
掲

げ
た
、
国
民
政
党
、
議
会
主
義
擁
護
、
政
党
と
組
合
と
の
相
互
尊
重
・
相
互
協
力
の
路
線
は
時
の
流
れ
と
共
に
大
勢
に
な
つ
て
き
て
い
る
こ
と
は

認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
社
会
民
衆
党
の
指
導
精
神
は
、
歴
史
を
半
世
紀
、
先
取
り
し
て
い
た
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。



（
1
）

（
2
）

社
会
民
衆
党
書
記
局
『
社
会
民
衆
党
五
ケ
年
闘
争
史
』
一
二
頁
．

「
地
に
着
い
た
政
戦
を
敢
行
せ
よ
、
最
後
の
決
戦
を
迎
え
て
一
質
せ
る
我
等
の
態
度
」

（
社
会
民
衆
新
聞
　
昭
和
二
年
九
月
二
十
穏
）

托
会
民
衆
党
の
精
神

五
三

へ
二
〇
九
）


